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茨
城
県
知
事

橋
本 

昌

技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

い
ば
ら
き
大
会
2
０
０
９

十
月
二
十
三
日
㈮
〜
十
一
月
一
日
㈰

　

将
来
の
日
本
を
支
え
る
技
能
者
の
育

成
や
技
能
尊
重
の
機
運
醸
成
を
図
る
「
第

四
十
七
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
」、
障
害

者
の
職
業
面
で
の
自
立
や
社
会
参
加
の

促
進
を
目
指
し
た
「
第
三
十
一
回
全
国
障

害
者
技
能
競
技
大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
）」
を
、
茨
城
県
と
し
て
初
め
て
開
催

し
た
。

　

全
国
か
ら
厳
し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
若
き
技
能
者
や
障
害
の
あ
る
方
々
総

勢
千
二
百
五
十
人
に
よ
り
、
機
械
系
、

金
属
系
、
建
設
・
建
築
系
、
サ
ー
ビ
ス
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
系
、
情
報
通
信
系
の
職

種
な
ど
、
両
大
会
合
わ
せ
て
六
十
一
職

◉

種
の
部
門
で
高
度
な
技
能
が
競
い
合
わ

れ
、
選
手
た
ち
が
競
技
に
ひ
た
む
き
に

取
り
組
む
真
剣
な
姿
に
大
き
な
感
動
を

覚
え
た
。

　

本
大
会
で
は
、
十
五
万
人
を
超
え
る

来
場
者
と
次
代
の
も
の
づ
く
り
産
業
を

担
う
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
見
守

る
中
、
茨
城
県
選
手
団
も
過
去
最
大
の

五
十
八
人
が
見
事
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

茨
城
県
が
持
つ
技
術
力
の
高
さ
を
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
と
も
に
、
技

能
の
素
晴
ら
し
さ
や
障
害
の
あ
る
方
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
大
会
と
な
っ
た
。

 「
茨
城
県
庁
羊
か
ん
」
Ｐ
Ｒ

十
二
月
十
四
日
㈪

　

本
県
を
代
表
す
る
メ
ロ
ン
の
生
産
地

鉾
田
市
と
郷
土
の
銘
菓
を
数
多
く
手
掛

け
て
い
る
亀
印
製
菓
株
式
会
社
な
ど
関

係
者
が
、
新
商
品
「
茨
城
県
庁
羊
か
ん
」

◉

を
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
Ｐ
Ｒ

に
来
ら
れ
た
。

　

茨
城
県
庁
羊
か
ん
は
、
県
庁
の
土
産

品
と
し
て
何
か
作
れ
な
い
か
と
県
庁
生

活
協
同
組
合
と
亀
印
製
菓
が
共
同
開
発

し
た
も
の
で
あ
る
。
生
産
量
日
本
一
の

鉾
田
市
産
メ
ロ
ン
の
果
汁
を
二
四
％
も

使
用
し
た
「
メ
ロ
ン
羊
か
ん
」
と
、
産

出
額
日
本
一
の
鉾
田
市
産
紅
あ
ず
ま
を

一
六
％
も
使
用
し
た
「
芋
羊
か
ん
」
の
二

種
類
で
、
一
箱
四
百
二
十
円
と
手
ご
ろ

な
価
格
だ
。
保
存
料
や
着
色
料
、
香
料

を
使
用
し
て
お
ら
ず
、
素
材
本
来
の
風

味
が
生
か
さ
れ
て
い
て
舌
触
り
も
よ
く
、

昼
食
を
取
っ
た
後
だ
っ
た
が
一
切
れ
二 茨城県庁羊かん

技能五輪全国大会開会式・選手宣誓



5

切
れ
と
手
が
伸
び
、
一
箱
の
半
分
も
食

べ
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
県
庁
舎
や

偕
楽
園
、
袋
田
の
滝
な
ど
県
内
の
観
光

地
の
写
真
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
本
県

の
観
光
地
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
っ
て
い
る
。

職
員
や
県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
羊

か
ん
を
持
っ
て
是
非
茨
城
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
て
も
ら
い
た
い
。
私
も
、
手
土
産

は
「
茨
城
県
庁
羊
か
ん
」
に
し
よ
う
か
と

思
う
。

茨
城
県
原
子
力
総
合
防
災
訓
練

十
二
月
二
十
一
日
㈪
〜
二
十
二
日
㈫

　

本
年
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
か
ら
十

年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
、
国
と

の
共
催
に
よ
り
原
子
力
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
た
。

　

鳩
山
総
理
大
臣
を
始
め
各
大
臣
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
首
相
官
邸
・
県
・
東

海
村
な
ど
を
結
ん
だ
テ
レ
ビ
会
議
に
よ

り
、
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
情
報
共

有
や
応
急
対
策
の
検
討
な
ど
、
関
係
機

関
連
携
の
下
実
践
的
な
訓
練
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。

　

本
県
で
は
原
子
力
施
設
立
地
地
域
の

周
辺
に
人
口
が
集
積
し
て
い
る
た
め
、

昨
年
度
か
ら
自
家
用
車
に
よ
る
避
難
訓

練
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
本
年
は
高
速

◉

道
路
を
利
用
し
た
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公

園
か
ら
の
遊
客
者
帰
還
や
、
体
の
不
自

由
な
方
な
ど
の
自
家
用
車
に
よ
る
避
難
、

幹
線
道
路
の
交
通
規
制
な
ど
新
た
な
訓

練
も
試
み
た
。

　

防
災
ヘ
リ
で
上
空
か
ら
避
難
が
円
滑

に
進
ん
で
い
る
状
況
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
避
難
所
を
回
り
参
加
者
な
ど
か

ら
ご
意
見
を
う
か
が
っ
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
回
の
訓
練

に
参
加
い
た
だ
き
、
原
子
力
防
災
の
重

要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
た
と
思

う
。
今
後
も
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
の
教
訓

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
実
効
あ
る
訓

練
を
実
施
し
、
地
域
の
方
々
の
安
全
を

確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
。

い
ば
ら
き
創
り
１
０
０
０
人
委
員
会
提

言
集
会

十
二
月
二
十
二
日
㈫

　

県
政
全
般
に
わ
た
る
幅
広
い
意
見
や

提
言
を
い
た
だ
く
た
め
設
置
さ
れ
て
い

る
、「
い
ば
ら
き
創
り
１
０
０
０
人
委
員

会
」
の
提
言
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動

し
て
い
る
「
明
日
の
茨
城
を

考
え
る
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、

「
明
日
の
地
域
づ
く
り
委
員

会
」、「
い
ば
ら
き
青
年
懇
話

会
」
な
ど
県
民
の
皆
さ
ん
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
各
種
委
員

会
の
総
称
で
、
私
が
知
事
に

就
任
し
て
間
も
な
い
平
成
六

年
に
組
織
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

今
年
度
の
集
会
で
は
、「
明

日
の
茨
城
を
考
え
る
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
第
十
期
）」
委

員
五
十
人
か
ら
、
県
施
策
の

勉
強
会
、
意
見
交
換
会
な
ど

を
積
み
重
ね
、
二
年
間
か
け

て
ま
と
め
上
げ
た
七
十
七
項

◉

目
に
及
ぶ
県
政
に
対
す
る
提
言
を
、
約

二
百
五
十
人
の
参
加
者
を
前
に
発
表
し

て
い
た
だ
い
た
。「
福
祉
・
医
療
」「
生
活
・

環
境
」「
教
育
・
文
化
」「
産
業
・
経
済
」「
交

流
基
盤
」
の
五
つ
の
部
会
ご
と
に
寸
劇
や

映
像
な
ど
を
交
え
工
夫
を
凝
ら
し
た
発

表
が
行
わ
れ
た
。

　

茨
城
を
良
く
し
よ
う
と
真
剣
に
考
え

て
い
る
委
員
の
皆
さ
ん
の
姿
か
ら
、「
人

が
輝
く　

元
気
で
住
み
よ
い　

い
ば
ら

き
」
の
実
現
に
向
け
て
県
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

いばらき創り1000人委員会提言書の提出

自家用車による避難の様子


